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作業解説 

・ケース①の概略事業計画(案)について、現地調査にて撮影した現況写真や地図等を用いて、

主要な展望地からの視認可能性を確認した。 

・結果、風力発電施設は、「③鶴川」「④猫石山」「⑤犬ヶ崎」の３地点から視認される可能性

があることが確認された。 

 

作業結果 

表 主要な展望地からの視認可能性の確認結果(1/2) 

確認結果主
要
な
展
望
地 

現況写真 

①
眺
望
範
囲
へ
の
介
在

②
地
形
等
に
よ
る
遮
蔽

風
力
発
電
施
設
の 

視
認
可
能
性 

①
亀
ヶ
岳 

 
距離：3,100m     垂直見込み角：2.2° 

○の山稜により遮蔽される 

介
在
す
る 

遮
蔽
さ
れ
る 

な

し

②
黒
兔
山 

 

 
距離：2,475m     垂直見込み角：1.5° 

○の山稜により遮蔽される 

介
在
す
る 

遮
蔽
さ
れ
る 

大

③
鶴
川 

 
距離：7,475m     垂直見込み角：0.92° 

●の位置に介在し、眺望対象である黒兔山に介在する 

介
在
す
る 

遮
蔽
さ
れ
な
い 

可

能

性

あ

り
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表 主要な展望地からの視認可能性の確認結果(2/2) 

確認結果主
要
な
展
望
地 

現況写真 

①
眺
望
範
囲
へ
の
介
在 

②
地
形
等
に
よ
る
遮
蔽 

風
力
発
電
施
設
の 

視
認
可
能
性 

④
猫
石
山 

 
距離：9,875m     垂直見込み角：0.70° 

●の位置に介在し、眺望対象である黒兔山に介在する 

介
在
す
る 

遮
蔽
さ
れ
な
い 

可

能

性

あ

り

⑤
犬
ヶ
崎 

 
距離：12,125m     垂直見込み角：0.57° 

●の位置に介在し、眺望対象である黒兔山に介在する 

介
在
す
る 

遮
蔽
さ
れ
な
い 

可

能

性

あ

り

 

 

(3) 視認可能性がある展望地の眺望特性の把握 

 

作業解説 

・視認可能性のある「③鶴川」「④猫石山」「⑤犬ヶ崎」について、現地調査及び資料調査を

行い、風車が出現する方向を中心に眺望特性を把握した。 

 

作業結果 

・把握した眺望特性の取りまとめ結果について、上記３地点のうち事業地に最も近い「③鶴

川」の整理例を次に示す。 
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眺望特性の 
把握結果 

No. ③ 名称 鶴川 位置 － 概況 
車道犬ヶ崎線上に位置し、北西方向に 180°に近い展望が開ける。本車道上では唯一の

展望利用箇所となっている。 
 
公園計画における 

計画目標 
黒兔山の展望利用及び休憩のための園地として整備する。 

管理計画における 

保全方針 
枝払い等により園地からの展望の確保に努めるとともに、車道利用者の休憩にも資するよう、必要に応じて標識等を整備する。 

地区の観光案内等にお

ける記載 
－ 

 

利用者数 
幹線道路ではないため、利用は多くない 

利用者属性 観光客 

眺
望
利
用
の
状
況 

利用形態 
道路通過型利用がほとんどである 

施設整備状況 休憩所、トイレ 

 

眺望地点と 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜凡例＞ 

■眺望地点 

位置 

眺望範囲 

主たる眺望方向 

 

■眺望対象 

稜線 

山稜 

その他眺望対象 

 

■公園計画 

特別保護地区 

第１種特別地域 

第２種特別地域 

第３種特別地域 

普通地域 

展望地及び眺望対象位置図
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眺望特性の 
把握結果 

No. ③ 名称 鶴川 

 
眺望の状況（南側） 
[Ａ]眺望範囲 北西方向に 180°に近いパノラマが開ける。 

[Ｂ]主眺望方向    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[Ｃ]眺望対象 黒兔山及び黒兔山から続く山稜   

[Ｄ] 

眺望構成要素 

・北西方向に 180°に近いパノラマが開ける。 

・うち、北西方向では、眺望対象である黒兔山や黒兔山から続く山稜を遠方に見ることができ、ほぼ水平に近い仰観景となっている。 

・黒兔山から連続する山稜の山腹、黒兔山から連続する山稜のスカイライン及び手前の２次スカイラインが重要な眺望構成要素となっている。 

・主眺望方向において人工物はほとんど視認されない。 

黒兔山 

▼ 




